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アフターコロナと新生フェニックス
新任医師紹介 循環器内科専門医 奥村諭先生
連載 GOZAREだより
事業所紹介　介護予防デイサービス Com.Doパークサイドテラス
バブル崩壊、就職氷河期後の若者世代の悲惨な現実
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「アフターコロナと
　   新生フェニックス」

Qこんにちは！今回のテーマは「アフターコロナと新生フェニックス」で
すが、どういったことでしょうか？

Aこれまでフェニックスは「人びと」と「地域社会」との「絆」を大切に
したいという気持ちでやってまいりました。しかし新型コロナウイ
ルス感染症の蔓延で、この約3年間ご利用者様-ご家族の面会や
地域の方々との交流を制限せざるをえませんでした。

Qそうですよね、コロナ禍で孤独感、疎外感を感じる方が増えたとい
う報道を聴いたことがあります。

A私達もそのように困っている方々からよくご相談を受けています。
「人と人をつなげていく」という事の大切さと、私たちのミッション
の重要性を再認識する毎日です。

Q今後具体的にご利用者さまとご家族さまとのコミュニケーションを
どのように展開されますか？

Aご利用者さんの面会は既に再開をしております。ただし、現在は
面会の際、マスク着用をお願いし、人数や時間の制限などを設け
させていただきます。今後段階的に制限を緩和して参りたいと
思っています。

Qボランティアさまの活動機会は再開される予定はありますか？
Aボランティアさまたちの活動についてもデイサービスなどを中心
に再開をさせていただいています。新型コロナ蔓延前のように、
地域の皆様と楽しい時間を過ごせるようなイベントを開催できれ
ばと思っております。

Q現在取り組んでいるGOZARE Projectは好評のようですが、今後進
捗はいかがですか？

A2022年４月に各務原市社会福祉事業団と事業連携協定を締結
し、社会福祉事業への取り組みを強化いたしました。長縄康浩副
理事長をプロジェクトリーダーとし、地域住民の方々、学生さんた
ち、障がい者の方の就労を応援するVIVAローゼ（就労移行支援事
業所・就労継続支援B型）の皆さんでコミュニティづくり「Salone di 
GOZARE」と拠点づくり「GOZAREの杜」の活動を定期的に実施しま
した。また障がいのある方々と農業のコラボレーション事業(農福
連携)もスタートしております。

　令和5年秋に障がい者の方のグループホーム（介護サービス包括型）をオープン予定。また、フェ
ニックス総合クリニック南のGOZARE本体施設の建設（放課後等デイサービスやカフェなどを計
画）に向けた動きが本格化する予定です（令和７年完成予定）。

Q令和7年には各務原市立の新特別支援学校（小・中・高一貫）が鵜沼羽場町に開校すると聞きました。
Aすべての人が安心して暮らすことができる地域づくりはフェニックスの使命です。私達にできるこ
とがあれば、是非ご協力をさせていただきたいと思っております。

Q4月から総合クリニックの常勤医に奥村諭医師が加わったことも大きなニュースですね！
Aおっしゃる通りです！奥村諭医師は私の義弟にあたります。
　循環器科を専門とし総合病院で培った経験と知識が大変豊富です。地域の皆様に信頼いただ
けるドクターではないかと思っております。本誌で自己紹介があると思いますのでぜひ御覧くだ
さい！（P4）

Q新生フェニックスでのアフターコロナそして、地域共生社会の実現。とても楽しみですね。本日はあり
がとうございました！

A今後もみなさんと共に歩んでまいりたいと思います。どうぞよろしくお願い申し上げます！

（Q：聞き手　A:敏毅理事長）
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　脳卒中、心臓病などの循環器疾患は、わが国の主要な死亡原因（心疾患は死亡原因の第二位、脳血管
疾患は第四位）であり、介護が必要となる原因は、循環器疾患が最多です。
　循環器疾患は、生活習慣病（高血圧、糖尿病、脂質異常症など）の発症、脳梗塞、狭心症、心筋梗塞、
心不全の発症や重症化など、幅広い年代に存在し、長い経過をたどります。何よりも予防が大事であり、ま
た少しでも予防が可能となる疾患でもあります。適切な予防を行い、元気に活躍できる健康寿命を伸ばす
ことが大切です。当院の循環器外来では、生活習慣の予防や治療とともに、循環器疾患である心不全、狭
心症、心筋梗塞、不整脈に対する専門的な内服治療や必要に応じ検査を行っていきます。

　今回は生活習慣病の代表である高血圧について、当院での取り組みの一部をお伝えします。

＜高血圧＞
　高血圧は、無治療の方も含めると4300万人の方が罹患しているとされています。
　治療の基本は、塩分制限（高血圧治療ガイドライン2019では、6g以下推奨）と適度な運動などの生活
習慣の改善が降圧に有用であることが、多くの臨床研究で明らかになっています。普段の食生活において
自分がどの程度の塩分を摂取しているかを把握されている方も少ないかと思います。そこで当院では検査
を施行することで、食生活、血管状態を把握し血圧治療を行っています。

　推定1日塩分摂取量
　尿検査・年齢・身長・体重から、「推定1日塩分摂取量」を計算できます。
　当院では、今の自分の塩分摂取を把握していただくことで、食生活の改善点を指導しています。

　動脈硬化検査（脈波）
　両腕、両足首の4ヶ所で血圧を同時に測定するこ

とで、「動脈硬化の程度（CAVI）」や「血管年齢」
や「下肢の動脈の詰まり」をすぐ評価でき、それを
参考に血圧治療を行っています。
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　徐脈性不整脈の為に他院にてペースメーカ植え込み術を受けられた患者様は、定期的にペースメーカ
本体の動作確認、リード状態の確認が必要です。当院でもこれらのチェックや心拍数、不整脈イベントを
チェックし、より適切に作動するように調整しています。最近では、遠隔モニタリング機能を有するペース
メーカが増え、今までは病院に来院していただき対面にてチェックが必要であったものが、毎日自宅から
データをオンラインで飛ばすことで、ペースメーカの異常など迅速に把握することができるようになりまし
た。当院でもこの「遠隔モニタリングシステム」が可能です。
※遠隔モニタリングシステム施行の患者様も定期的には対面チェックは必要です。

＜不整脈外来・アップルウォッチ外来＞
　不整脈は病気に由来するものと、そうでもない（生理的）ものがあります。不整脈の診断では、12誘導心
電図や24時間心電図計（ホルター心電図）を行い、治療が必要な不整脈を診断します。
　アップルウォッチは心房細動などの不整脈をチェックするとともに定期的に自動で脈拍異常（不規則な
心拍、高心拍、低心拍など）もチェックし、異常を確認した際には通知が届きます。またその他、動悸症状
を自覚した際も、すぐにその場で心電図を
調べることができます（AppleWatch Series 
4,5,6,7,8）。
　異常を検知した場合は、そのデータをお
持ち頂き、その心電図データを参考に診察
いたします。
※アップルウォッチと同期しているデバイスとともに
　お持ちください。
※アップルウォッチの貸し出しは行っておりません。
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外科専門医 ／ 消化器病専門医 ／ 消化器内視鏡専門医 ／ 胃腸科専門医

フェニックス総合クリニック 副院長
GOZARE PROJECT プロジェクトリーダー　　長 縄  康 浩

早期発見が第一
がん検診が大切

コロナ流行期にがん検診を受けられなかった方への悪影響が心配されます。
　令和５年５月８日に新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、感染症法上の位置づけが2類相当
から5類感染症に移行し、行動制限を含めた規制が緩和傾向になりました。これまで感染拡大により
様々な規制の中で私達は生活をしてきました。特に医療機関での感染リスクを心配され、健康診断や
人間ドックなどを控える方もみえました。がん検診受診者は世界規模で大幅に減少していると言われ
ており、診断や治療の遅れが懸念されていま
す。日本でも、緊急事態宣言で、厚生労働省
が自治体に対し集団検診の一時中止や延期
を要請した経緯があることから、がん検診受
診者数の減少が報告されています。厚労省
の報告によると、COVID-19流行期の2020年
度のがん検診受診者数は、COVID-19流行前
に当たる2017～19年度と比べて、受診者数
いずれも約1～3割減少していたそうです。
　肺がん検診と大腸がん検診は毎年、それ以外は２年に１回の受診を推奨されており、COVID-19流
行期にがん検診を受けられなかった方への悪影響が心配されます。高齢化により、がんは増加傾向
で身近な病気となっていますし、がんの特性上、早期発見がその後の治療の治癒率を高めます。皆さ
んはきちんとがん検診を受けられましたか?
　当院では胃がん、肺がん、大腸がん検診を行っております。また、CT検査や超音波検査、内視鏡専門
医による胃・大腸の内視鏡検査も施行可能です。しばらくがん検診・人間ドック等を受けられていない
方や、気になる症状がある方は、お気軽にご相談ください。

フェニックス健診センターのご案内
　一般健診や人間ドックの他に、各務原市の健康診査、各種がん検診を実施して
おります。

　その他にも各種健診・検査を実施しております。健診内容に迷ったらお気軽に健
診センタースタッフへ相談ください。お気軽にご連絡ください。
フェニックス総合クリニック  健診センター  ☎058-322-2000（平日9時～17時）
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胃がん検診
バリウム

胃カメラ（経口・経鼻）

大腸がん
検診
検便検査

肺がん・
結核検診

胸部レントゲン検査

前立腺がん
検診
採血検査
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フェニックス総合クリニックに新機器導入!
Cobas h232 plus 長時間ホルター心電図（AT-Patch）
（心筋マーカー・心不全マーカー 定量迅速測定装置）

約10分で測定可
　心臓への負担や心不
全の診断/重症度を判定
するのに有用な指標とさ
れている“NT-proBNP”が
院内で迅速に測定でき
ようになりました。

　採血後、約10分で結果がでるため、当日にご報告
できます。

このような方に このような方に
・心臓疾患（心不全、心筋梗塞、狭心症、不整脈）
　の方
・高血圧、糖尿病で治療中の方
・動悸、息切れ、胸痛の症状がある方

・動悸や失神を繰り返している方
・通常ホルター心電図では原因特定できない方
・カテーテルアブレーション後のフォローアップ
　の方

　通常の24時間ホルター
心電図では、「動悸や失神
の原因が判明しない」こと
も多々あります。
　このような捉えにくい不
整脈の検出においても、

長時間施行することにより有用な情報を得ることが
できるため、連続1週間記録可能なホルター心電図
を導入いたしました。
　解析も院内で施行しますので、数日で結果がわか
ります。
　単回使用、小型軽量のパッチ型、ケーブルレス、耐
水対応であり、シャワーや半身浴が可能です。

お気軽にご相談ください。
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ボランティアさん募集「あなたの元気が私の元気」

【お問合せ】フェニックスグループ アクティビティ担当 田中　☎058-370-7777（サンバレーかかみ野）

～地域の皆様の力をお貸し下さい～
・老人保健施設サンバレーかかみ野
・ケアハウスだんらん
・フェニックス DANKE　その他
　詳しくはお問い合せください。 卓球 喫茶スタッフ



食べる楽しみの充実 食事サービス課
曳田 のぞみ

　フェニックスには10人の管理栄養士が在籍し「低栄養」の早期把握とその予防・改善の栄養ケア・マネ
ジメントをおこなっています。また、食事提供においても、味だけでなく、彩りも含めて食事を楽しんでい
ただけるよう「食べる楽しみの充実」を目指し日々グループ事業所と意見交換をおこない、よりよい食事
をお届けできるよう取り組んでいます。

　管理栄養士監修の真空総菜は、ご自宅で生活されている方
向けに簡単にお食事をお届けできるよう開発した商品です。
真空調理をすることで材料の風味やうまみを逃がさず均一に
調理ができるため、少ない調味料でもしっかりと味が浸透し、
塩分や糖分を控えたい方にもおすすめです。
　一般の皆様もお買い求めいただけるよう、フェニックス総合
クリニックやドクターズレストランGA楽にて販売しています。
　フェニックスでは、「こんな商品あったらいいね！」をモットー
に商品開発に管理栄養士が関わり、気軽に栄養が摂取でき「食
べる楽しみ」を充実できるよう様々な取り組みを続けていきた
いと思います。
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フェニックス 食事サービス課 紹介

茶色の牛丼に錦糸卵を添えることで華やかに
なり、食欲がわきます。また卵のタンパク質も
同時に摂取することができます



まんなか倶楽部

介護予防デイサービス

Com.Doパークサイドテラス
デイサービス

パークサイドテラスはみなさんの「やりたい」「やれるように
なりたい」を一緒に考え応援します!

各務原市那加門前町2丁目１０
（各務原市民公園の南側）

●
　各務原
●市役所ピアゴ

21

●モスバーガー

新
境
川

●

各務原
郵便局

名鉄各務原線
JR高山本線

新那加駅

市民公園前駅 各務原市役所前駅JR 那加駅

Com.Do
パークサイドテラス

市民公園

●
各務原市中央図書館

N
Com.Do 那加

TEL.058-372-3535

★

日常生活支援総合事業　ComDoパークサイドテラス
 　対象者　   要支援1・2、総合事業対象者（地域包括支援センターにて基本チェックリストに該当した方）
 　手続き　   地域包括支援センター
 サービス内容   自立支援の為の機能訓練・地地域交流活動・趣味、生きがいづくり活動。送迎有り

なんでも聞いてください！

【担当】
運動指導者
吉 国  親 吾
【携帯】
090-9960-9475

那加
地域

　機能訓練に特化したデイサービスです。
　年齢とともに、人との交流が億劫になったり、筋力が低下したりと
身体だけでなく心も低下してしまいます。筋力低下防止と並行して
社会参加・活動を行うことにより、その人に合わせたプログラムを作
成し健康寿命を延ばすお手伝いをしています。
　基本は「自由」です。ご利用者様のこれがやりたい！を一緒に考え、
できることをやっていきましょう。

みなさまのこんなリクエストにお応えしています。
★ホームエクササイズで使う器具が欲しいけど、どんなものを用意し
たらいいかわからない一緒に見てもらいたい。

⇒そうですね。スポーツ用品店に見に行きましょう!
★週に1回だけでは物足りないからもっと来たい。
⇒倶楽部活動・イベント活動に参加すると週２～３回と楽しみが増

えますよ。
★ここで仲良くなったお友達とお話をしながら
　お茶でも飲みたいわ。
⇒ぜひこの場所を使って楽しんでください。
　一緒に料理をしたらもっと楽しくなりますよ。

 　対象者　   各務原市にお住まいの方どなたでも参加できます。
　　　　　　 年齢制限なし
 　手続き　   直接お越しください。
 サービス内容   各種クラブ活動
 　費　用　   500円（フリードリンク付き）

　コロナ禍で中止していた、“まんなか倶楽部”を5月から再開し多くの地域の皆様から
ご好評をいただいています。
　約3年ぶりの活動ですが、現在は「いきいき卓球倶楽部」と「レッドコード（姿勢改善
プログラム）」です。どちらも基礎から必要な知識などスタッフが丁寧に細かく指導させ
ていただきますのでご満足いただけるものになっております。
　ぜひ、楽しく体を動かしイキイキとした生活を送りましょう。

◀詳細はチラシを
　ご覧ください。

再開！



特定医療法人フェニックス　社会福祉法人フェニックス　会 長  長縄 伸幸

バブル崩壊、就職氷河期後の
　　　　若者世代の悲惨な現実
～団塊世代の功罪、若者の貧困拡大の誘因を
　　　　　　　　CCS日下部調査から知る～

 コミュニティ・カルテ・システム（CCS）
　2010年に英国における若年無業者や路上で寝
泊まりしているストリートチルドレンが暴動反乱を
起こしたことに危機感を持った、日下部様の調査で
す。9つの生活分野におよぶ危険因子（リスク）42
項目と地域コミュニティがもつ強み要因23項目の
計65項目について、ロンドンとリバプールその後日
本の新宿区の3都市で先行的にすでに調査されて
おり、貧困や格差は、経済的面に加え幼児期から
の精神面への影響や家族・コミュニテイが果たす
社会的要因が重要であると、とても熱っぽく語ら
れ、日本における本格的調査への協力を依頼され
ました。その後、厚労省・社会援護局の委託で、
2013年から各務原市を含む日本の8都市で、

　2011年の秋に突然、1つの国際メールが届きました。12月10日にノルウェーのオスロで開催されるノー
ベル平和賞受賞式（その他のノーベル賞授賞式は、ノーベルの母国スェーデンの首都ストックホルムで開
催）直後の国際フォーラムおよび翌日のゴードン・ブ
ラウン元英国首相を含む10人ほどによる非公開の国
際フォーラムへの参加、および、ノルウェー国王、ハー
ラル5世夫婦主催の夕べのコンサートへの招待でし
た。なぜ我々夫婦が選ばれたかの詳細を知らぬまま、
深謝を直ちに伝えました。
　CCSの研究者である元世界銀行副総裁の日下部
元雄ご夫妻にお会いしたのは、授賞式前日のホテル
で、ご主人は妻と同じフォーラム招待者でした。

「CCS調査および福祉プログラム効果測定の研
究」調査が行われ、画期的な成果を発表されてい
ます。さらに、団塊世代の孫にあたる若者世代のバ
ブル崩壊後の深刻な苦悩と緊急課題を、発育生活
史の視点から新たに指摘した、『若者の貧困を拡
大する5つのリスク：晃洋書房』をこの度発刊され
ました。「時代の違い、孫の教育や子育ては次世代
に任せる」と苦悩と戦う孫世代への関わりを躊躇し
がちな、私ども団塊世代に猛省を求められていると
感じました。祖父・祖母から感じた温もりや慈悲を、
孫たちにも！

 若者の貧困を拡大させる5つのリスク
　　　　　　 ～日下部元雄著、晃洋書房より～
　若者世代（バブル崩
壊・就職氷河期後のい
わゆるZ世代）の貧困の
要因は、幼児期（発達
期）に起因：幼児期の健
全な発達を妨げ、やがて
若者世代の「貧困」を拡
大させる五大危険因子
（発達期リスク）は、①仲
間遊び苦手、②授業理
解困難、③不登校、④い
じめ、⑤高校中退です。そして、それを誘発・拡大さ
せる最大の共通要因は、親の子育て不安です。

①仲間遊び苦手：幼児・学童期に「父親との触れ
合いが少ない」、「しかるしつけ」が最大のリスク要
因です。子供の父親との愛着関係は、養育全般より
も遊びの場面で重要であり、子供の社会発達に父
親の関わりは必須です。また、「しかるしつけ」を受
けた幼児は、自分がなぜ怒られているのか十分理
解する認知能力を持っていないことが多く、その恐
怖体験だけが幼い子の脳の発達障害（脳前頭葉の
萎縮）をもたらすとされています。逆に、「ほめるしつ
け」は、大幅に発達期のリスクを軽減しています。発
達期の子供は親が抱える、「ほめる、しかるしつけ」
「親、接触少」「虐待」「親のストレス、精神状態」など
の幼児期の親子関係の良否が、その後のリスク拡
大につながっていくと改めてCCS調査で確認され
ています。
②授業理解困難：学齢期の学力の遅れや格差拡
大を知る指標であり、若者世代では一生を決める
重要課題です。学力格差の問題は、2000年前後に
学力低下による“ゆとり教育”が問題視され、その後
「失われた30年」といわれる日本経済の長期停滞
の背景である教育格差が、問題視されています。授
業理解困難は、「不登校」「不安定・うつ」「引きこも
りがち」へ誘発される大きな連鎖リスク要因で、上
記の①に代表される幼児期の社会性発達の遅れ
が最大の要因です。その戦略的対応策としては、①
の「しかるしつけ」「父（母）の接触少」および「少年
期貧困」が学童期の発達障害に強くつながってい

ることから、「ほめるしつけ」「幼少時の祖父（祖母）
と同居」「親類縁者や隣人の援助」「友人ネット」な
どが有効です。
③不登校：「不登校」「いじめ」「引きこもり」には、
必ずその背景となる「心の闇」がある。本人が「不
登校」を決断するまでには、何年も耐え難い苦痛
を耐えて、学校に通い続けた後の最終的で唯一の
決断（人生で初めて自ら選択した苦渋の結論）で
あるかもしれない。「不登校」の原因には、親の「不
安定・うつ」「子育て不安」や親自身の「子供のころ
に授業理解困難」も大きく影響を与えている。さら
に、親の「先回り育児」が子供の自己肯定感の発達
を妨げ、親の承認を得ることを最大の目標として
育った子が、自分のアイデンティティー確立に向け
た親への反乱行動であると指摘する人もいる。学
童期の「不登校」は、やがて青年期のリスク「高校
中退」から「若年無業者」「引きこもりがち」「貧困
（貧困の1/3は不登校がきっかけ）」になる可能性
が極めて高い。「不登校」から続く道は1つではな
く、その後、どのような教育を受けるかにより、いく
つもの救いの道がある。不登校のリスク削減に最
も有効なものは、同居もしくは近隣に住む、「両親
以外の第3の親族.大人」の支援で、幼少時の姉妹
兄弟や祖父祖母との同居などが、「不登校」削減に
最も効果的です。逆に、過度に「ほめるしつけ」や
「友人ネット」は、「不登校」の子には、精神的圧力
となり逆効果である。
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④「いじめられた」：「しかるしつけ」が最大の危険
因子であり、次いで「仲間遊び苦手」「授業理解困
難」などである。逆に、「友人ネット」が最も有効な
手段であり、「幼少時祖父（祖母）との同居」「近隣
助け合い」「ほめるしつけ」が続く。「いじめ」を見て
見ぬふりする傍観姿勢が、「いじめ」をさらに誘発し
ているようです。
⑤高校中退：「高校中退」した人で、バブル期に
育ったX世代の団塊ジュニアは、社会状況もよく、
立ち直れる可能性が強かったが、就職氷河期以後
の「失われた30年」代のZ世代の若者は、貧困に移
行するリスクは極めて高くなっている。「しかるしつ
け」は、団塊ジュニア世代には「高校中退」を軽減さ
せる効果があったが、若者世代には全く逆効果で、
進路をめぐる親子間の意見調整を大変難しくさせ
ています。子供が好きで熱中できることを、親子で
見つけ、たとえ小さくても1つの成功体験を積み、自
信をつけさせることが、将来の進路につながるとい
われています。

「貧困」のリスクを効果的に軽減させるには：この
度のCCS調査で、親が抱えているストレスが世代
を超えて子どもへと連鎖することが実証され、その
強さは、本人のリスク要因の連鎖より大きい。また、
この様な連鎖を削減させる効果的な方法は、保育
園の充実や子育て不安な親への援助と共に、「親
教育熱心」、次いで「幼少時祖父と同居」、「大学卒」
であり、若者世代では「親類・隣人の支援などがい
つでも得られる絆」が特に貧困削減効果が高いこ
とが確認されました。

地域の孫世代（Z世代）は、“じいちゃん・ばあー
ちゃん”とのふれあいを望んでいる！：人口800
万人弱の団塊世代は、戦後まもなくの1947-49年
生まれのベビーブーマーで、敗戦の惨めさを肌で感
じながらも、その後日本の復興に向け邁進した中心
的世代です。20才の時、日本の人口は1億人に達し
（ちなみに、85年後の105才に1億人に減少）、大
卒の初任給は1万2000円ほどでしたが、その後の
猛烈な社会活動は、後輩の世代からヒール（悪役）
と比喩されています。若者世代の「貧困」の急増は、
少なからず親世代である団塊ジュニアによる子育
ての良否と強く相関していることが、今回のCCS調
査で実証されました。さらに、祖父母が若者世代の
危機を救う最有力者であるとも。　
　我々団塊世代の子育ては、その後の時代背景の
大きな変化に歪められ、団塊ジュニアを経て孫世
代である若者世代において、彼らの成長・発達に大

きな苦悩を与えています。
　団塊世代よ！ヒールのエネルギーを悩める孫の
ために。

 まとめ
 ～若者世代の「貧困」への五大リスクを
　　　　　　　軽減・予防する要因は何か～
①「仲間遊び苦手」：幼児期の不自然な親子関係
が、やがて、子供の社会発達に大きく影響をあたえ
ていると考えられている。学童期や青年期に重要
な役割を果たす「自信・信念」や「目標・計画性」要
因の軽減は比較的少なく、その子が持っている才
能を早期から発見し、専門分野や専門資格の獲得
を目指すのも有効である。
②「授業理解困難」：解決手段としての強み要因
として、以下の順で有効である。
・「ほめるしつけ」 ・「幼少期祖父(祖母)との同居」
・「友人ネット」　 ・「親類・隣人の支援」
・「近隣の成功モデルをみならう」
③「不登校」：同居・近隣に住む両親以外の第三
の親族や大人の協力が有効である。
　例えば、「幼少時兄弟姉妹との同居」「祖父祖母
との同居」「親族隣人の支援」などである。さらに、
落ちこぼれ原因となった背景を解決する相談支援
体制やフリースクール等の別途の方法で、個性を
生かせる多様な道を、親子で選択し共走できる地
域支援も必要である。逆に「友人ネット」はSNS 等
で誹謗を受け、仲間外れにされるなどでストレスが
増幅し、最もリスクを拡大させている。また、「親教
育熱心」は、子供の進路について親子間の認識の
すれ違いで「不登校」を誘発することも少なくない。
④「いじめられた」：解決手段としての強み要因と
して、以下の順で有効である。
・「友人ネット」　  ・「幼少時祖父（祖母）の同居」
・「近隣助け合い」 ・「親教育熱心」
・「ほめるしつけ」　・「家族の支援」

などである。逆に、「兄弟姉妹との同居」は圧倒的に
リスクを拡大させるので要注意である。「親類・隣
人の支援」「良い教師」「ボランティア」もリスクを高
めやすいので注意を要する。
⑤「高校中退」：当事者本人が自ら行うべきこと
は、リスク削減に自ら取り組むこと。特に「親教育熱
心」「良い教師」「ほめるしつけ」「親類・隣人の支
援」に関しては、自らは何もせず周囲に同調するの
みでは、逆にリスクを拡大させる。次に、学校・親双
方に必要なことは、「高校中退」リスクに至る幼少
期からの根本的な原因に立ち返った解決をめざす
ことである。さらに、学校側に必要なことは、「授業
理解困難」に対してどこの時点で授業についてこれ
なくなったのかに立ち返り、補習などで補ったり、
進度別学級などで再チャレンジの機会を与えるな
ど、高校中退に至る前に思い切った支援の切り替
えも考えたい。

 追憶
　私ども老夫婦は、現在子供3家族とその孫達12
人（男4人、女8人）と、私が育った田舎（各務おが
せ）暮らしのように、同じ町内に住み、孫中心の日
常に追われています。団塊世代である私たち長男・
長女夫婦は、共に、幼児・学童期において祖父母に
寵愛され育てられました。私の地域に対する想い
は、特に祖父の影響が強く、その偉大さを高校生の
時、自宅で行われた祖父の葬儀で確信しました。田
舎の長男として何不自由なく育った私には、将来何
をめざすかという具体的な夢もなく、教育熱心な母
の言うままに勉強し、何となく大学受験を迎えてい
ました。母は医者になる夢を、女性だから、と受験
すら父親に許されなかった夢を息子に託し、日頃か
ら言い続けていましたが、反抗期の私は、強く反発
し受験すらせず、何となく薬剤師の叔父の母校であ
る「岐阜薬科大学」を選択していました。しかし、楽
しい薬学生活に満喫する一方、1年を過ぎたころ、
薬学をさらに極めたく、医学分野への挑戦（医学部
受験）を、母親に相談しました。きっともろ手を挙
げ、賛成してくれると思っていた私に、母親は躊躇な
く、「まず、薬剤師の資格を取ってから挑戦しなさ
い」。中途半端な受験に失敗して、惨めな人生を味
合わせたくない過ごさせたくない、という母親の息

子への愛情と共に、私の覚悟、真剣さを推し量って
いると感じた私は、3年後の受験を伝え、学生生活
に以後没頭しました。卒業の4年生の時には、卒業
論文を夏休みに書き終え、以後は次年度の3月初
旬の名古屋市立大学医学受験に向け没頭しまし
た。その間の、両親、特に母親の受験に対する精神
的、経済的援助（当時決して経済的には余裕ない時
にもかかわらず）は、2年生から交際していた、後輩
の直子（妻）と共に現在の私を支え続けてくれる原
動力です。父親の好（よしみ）は、専業農家で89歳ま
で私に何一つ反対することなく、黙って保証人の印
鑑を押して、そばで見守ってくれました。私も祖父母
や両親が私にしてくれたように、じっくりと孫世代を
応援したいと思っています。
フェニックスグループも若者世代を応援しています！

日下部元雄ご夫妻
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 コミュニティ・カルテ・システム（CCS）
　2010年に英国における若年無業者や路上で寝
泊まりしているストリートチルドレンが暴動反乱を
起こしたことに危機感を持った、日下部様の調査で
す。9つの生活分野におよぶ危険因子（リスク）42
項目と地域コミュニティがもつ強み要因23項目の
計65項目について、ロンドンとリバプールその後日
本の新宿区の3都市で先行的にすでに調査されて
おり、貧困や格差は、経済的面に加え幼児期から
の精神面への影響や家族・コミュニテイが果たす
社会的要因が重要であると、とても熱っぽく語ら
れ、日本における本格的調査への協力を依頼され
ました。その後、厚労省・社会援護局の委託で、
2013年から各務原市を含む日本の8都市で、

「CCS調査および福祉プログラム効果測定の研
究」調査が行われ、画期的な成果を発表されてい
ます。さらに、団塊世代の孫にあたる若者世代のバ
ブル崩壊後の深刻な苦悩と緊急課題を、発育生活
史の視点から新たに指摘した、『若者の貧困を拡
大する5つのリスク：晃洋書房』をこの度発刊され
ました。「時代の違い、孫の教育や子育ては次世代
に任せる」と苦悩と戦う孫世代への関わりを躊躇し
がちな、私ども団塊世代に猛省を求められていると
感じました。祖父・祖母から感じた温もりや慈悲を、
孫たちにも！

 若者の貧困を拡大させる5つのリスク
　　　　　　 ～日下部元雄著、晃洋書房より～
　若者世代（バブル崩
壊・就職氷河期後のい
わゆるZ世代）の貧困の
要因は、幼児期（発達
期）に起因：幼児期の健
全な発達を妨げ、やがて
若者世代の「貧困」を拡
大させる五大危険因子
（発達期リスク）は、①仲
間遊び苦手、②授業理
解困難、③不登校、④い
じめ、⑤高校中退です。そして、それを誘発・拡大さ
せる最大の共通要因は、親の子育て不安です。

①仲間遊び苦手：幼児・学童期に「父親との触れ
合いが少ない」、「しかるしつけ」が最大のリスク要
因です。子供の父親との愛着関係は、養育全般より
も遊びの場面で重要であり、子供の社会発達に父
親の関わりは必須です。また、「しかるしつけ」を受
けた幼児は、自分がなぜ怒られているのか十分理
解する認知能力を持っていないことが多く、その恐
怖体験だけが幼い子の脳の発達障害（脳前頭葉の
萎縮）をもたらすとされています。逆に、「ほめるしつ
け」は、大幅に発達期のリスクを軽減しています。発
達期の子供は親が抱える、「ほめる、しかるしつけ」
「親、接触少」「虐待」「親のストレス、精神状態」など
の幼児期の親子関係の良否が、その後のリスク拡
大につながっていくと改めてCCS調査で確認され
ています。
②授業理解困難：学齢期の学力の遅れや格差拡
大を知る指標であり、若者世代では一生を決める
重要課題です。学力格差の問題は、2000年前後に
学力低下による“ゆとり教育”が問題視され、その後
「失われた30年」といわれる日本経済の長期停滞
の背景である教育格差が、問題視されています。授
業理解困難は、「不登校」「不安定・うつ」「引きこも
りがち」へ誘発される大きな連鎖リスク要因で、上
記の①に代表される幼児期の社会性発達の遅れ
が最大の要因です。その戦略的対応策としては、①
の「しかるしつけ」「父（母）の接触少」および「少年
期貧困」が学童期の発達障害に強くつながってい

ることから、「ほめるしつけ」「幼少時の祖父（祖母）
と同居」「親類縁者や隣人の援助」「友人ネット」な
どが有効です。
③不登校：「不登校」「いじめ」「引きこもり」には、
必ずその背景となる「心の闇」がある。本人が「不
登校」を決断するまでには、何年も耐え難い苦痛
を耐えて、学校に通い続けた後の最終的で唯一の
決断（人生で初めて自ら選択した苦渋の結論）で
あるかもしれない。「不登校」の原因には、親の「不
安定・うつ」「子育て不安」や親自身の「子供のころ
に授業理解困難」も大きく影響を与えている。さら
に、親の「先回り育児」が子供の自己肯定感の発達
を妨げ、親の承認を得ることを最大の目標として
育った子が、自分のアイデンティティー確立に向け
た親への反乱行動であると指摘する人もいる。学
童期の「不登校」は、やがて青年期のリスク「高校
中退」から「若年無業者」「引きこもりがち」「貧困
（貧困の1/3は不登校がきっかけ）」になる可能性
が極めて高い。「不登校」から続く道は1つではな
く、その後、どのような教育を受けるかにより、いく
つもの救いの道がある。不登校のリスク削減に最
も有効なものは、同居もしくは近隣に住む、「両親
以外の第3の親族.大人」の支援で、幼少時の姉妹
兄弟や祖父祖母との同居などが、「不登校」削減に
最も効果的です。逆に、過度に「ほめるしつけ」や
「友人ネット」は、「不登校」の子には、精神的圧力
となり逆効果である。

④「いじめられた」：「しかるしつけ」が最大の危険
因子であり、次いで「仲間遊び苦手」「授業理解困
難」などである。逆に、「友人ネット」が最も有効な
手段であり、「幼少時祖父（祖母）との同居」「近隣
助け合い」「ほめるしつけ」が続く。「いじめ」を見て
見ぬふりする傍観姿勢が、「いじめ」をさらに誘発し
ているようです。
⑤高校中退：「高校中退」した人で、バブル期に
育ったX世代の団塊ジュニアは、社会状況もよく、
立ち直れる可能性が強かったが、就職氷河期以後
の「失われた30年」代のZ世代の若者は、貧困に移
行するリスクは極めて高くなっている。「しかるしつ
け」は、団塊ジュニア世代には「高校中退」を軽減さ
せる効果があったが、若者世代には全く逆効果で、
進路をめぐる親子間の意見調整を大変難しくさせ
ています。子供が好きで熱中できることを、親子で
見つけ、たとえ小さくても1つの成功体験を積み、自
信をつけさせることが、将来の進路につながるとい
われています。

「貧困」のリスクを効果的に軽減させるには：この
度のCCS調査で、親が抱えているストレスが世代
を超えて子どもへと連鎖することが実証され、その
強さは、本人のリスク要因の連鎖より大きい。また、
この様な連鎖を削減させる効果的な方法は、保育
園の充実や子育て不安な親への援助と共に、「親
教育熱心」、次いで「幼少時祖父と同居」、「大学卒」
であり、若者世代では「親類・隣人の支援などがい
つでも得られる絆」が特に貧困削減効果が高いこ
とが確認されました。

地域の孫世代（Z世代）は、“じいちゃん・ばあー
ちゃん”とのふれあいを望んでいる！：人口800
万人弱の団塊世代は、戦後まもなくの1947-49年
生まれのベビーブーマーで、敗戦の惨めさを肌で感
じながらも、その後日本の復興に向け邁進した中心
的世代です。20才の時、日本の人口は1億人に達し
（ちなみに、85年後の105才に1億人に減少）、大
卒の初任給は1万2000円ほどでしたが、その後の
猛烈な社会活動は、後輩の世代からヒール（悪役）
と比喩されています。若者世代の「貧困」の急増は、
少なからず親世代である団塊ジュニアによる子育
ての良否と強く相関していることが、今回のCCS調
査で実証されました。さらに、祖父母が若者世代の
危機を救う最有力者であるとも。　
　我々団塊世代の子育ては、その後の時代背景の
大きな変化に歪められ、団塊ジュニアを経て孫世
代である若者世代において、彼らの成長・発達に大

きな苦悩を与えています。
　団塊世代よ！ヒールのエネルギーを悩める孫の
ために。

 まとめ
 ～若者世代の「貧困」への五大リスクを
　　　　　　　軽減・予防する要因は何か～
①「仲間遊び苦手」：幼児期の不自然な親子関係
が、やがて、子供の社会発達に大きく影響をあたえ
ていると考えられている。学童期や青年期に重要
な役割を果たす「自信・信念」や「目標・計画性」要
因の軽減は比較的少なく、その子が持っている才
能を早期から発見し、専門分野や専門資格の獲得
を目指すのも有効である。
②「授業理解困難」：解決手段としての強み要因
として、以下の順で有効である。
・「ほめるしつけ」 ・「幼少期祖父(祖母)との同居」
・「友人ネット」　 ・「親類・隣人の支援」
・「近隣の成功モデルをみならう」
③「不登校」：同居・近隣に住む両親以外の第三
の親族や大人の協力が有効である。
　例えば、「幼少時兄弟姉妹との同居」「祖父祖母
との同居」「親族隣人の支援」などである。さらに、
落ちこぼれ原因となった背景を解決する相談支援
体制やフリースクール等の別途の方法で、個性を
生かせる多様な道を、親子で選択し共走できる地
域支援も必要である。逆に「友人ネット」はSNS 等
で誹謗を受け、仲間外れにされるなどでストレスが
増幅し、最もリスクを拡大させている。また、「親教
育熱心」は、子供の進路について親子間の認識の
すれ違いで「不登校」を誘発することも少なくない。
④「いじめられた」：解決手段としての強み要因と
して、以下の順で有効である。
・「友人ネット」　  ・「幼少時祖父（祖母）の同居」
・「近隣助け合い」 ・「親教育熱心」
・「ほめるしつけ」　・「家族の支援」

などである。逆に、「兄弟姉妹との同居」は圧倒的に
リスクを拡大させるので要注意である。「親類・隣
人の支援」「良い教師」「ボランティア」もリスクを高
めやすいので注意を要する。
⑤「高校中退」：当事者本人が自ら行うべきこと
は、リスク削減に自ら取り組むこと。特に「親教育熱
心」「良い教師」「ほめるしつけ」「親類・隣人の支
援」に関しては、自らは何もせず周囲に同調するの
みでは、逆にリスクを拡大させる。次に、学校・親双
方に必要なことは、「高校中退」リスクに至る幼少
期からの根本的な原因に立ち返った解決をめざす
ことである。さらに、学校側に必要なことは、「授業
理解困難」に対してどこの時点で授業についてこれ
なくなったのかに立ち返り、補習などで補ったり、
進度別学級などで再チャレンジの機会を与えるな
ど、高校中退に至る前に思い切った支援の切り替
えも考えたい。

 追憶
　私ども老夫婦は、現在子供3家族とその孫達12
人（男4人、女8人）と、私が育った田舎（各務おが
せ）暮らしのように、同じ町内に住み、孫中心の日
常に追われています。団塊世代である私たち長男・
長女夫婦は、共に、幼児・学童期において祖父母に
寵愛され育てられました。私の地域に対する想い
は、特に祖父の影響が強く、その偉大さを高校生の
時、自宅で行われた祖父の葬儀で確信しました。田
舎の長男として何不自由なく育った私には、将来何
をめざすかという具体的な夢もなく、教育熱心な母
の言うままに勉強し、何となく大学受験を迎えてい
ました。母は医者になる夢を、女性だから、と受験
すら父親に許されなかった夢を息子に託し、日頃か
ら言い続けていましたが、反抗期の私は、強く反発
し受験すらせず、何となく薬剤師の叔父の母校であ
る「岐阜薬科大学」を選択していました。しかし、楽
しい薬学生活に満喫する一方、1年を過ぎたころ、
薬学をさらに極めたく、医学分野への挑戦（医学部
受験）を、母親に相談しました。きっともろ手を挙
げ、賛成してくれると思っていた私に、母親は躊躇な
く、「まず、薬剤師の資格を取ってから挑戦しなさ
い」。中途半端な受験に失敗して、惨めな人生を味
合わせたくない過ごさせたくない、という母親の息

子への愛情と共に、私の覚悟、真剣さを推し量って
いると感じた私は、3年後の受験を伝え、学生生活
に以後没頭しました。卒業の4年生の時には、卒業
論文を夏休みに書き終え、以後は次年度の3月初
旬の名古屋市立大学医学受験に向け没頭しまし
た。その間の、両親、特に母親の受験に対する精神
的、経済的援助（当時決して経済的には余裕ない時
にもかかわらず）は、2年生から交際していた、後輩
の直子（妻）と共に現在の私を支え続けてくれる原
動力です。父親の好（よしみ）は、専業農家で89歳ま
で私に何一つ反対することなく、黙って保証人の印
鑑を押して、そばで見守ってくれました。私も祖父母
や両親が私にしてくれたように、じっくりと孫世代を
応援したいと思っています。
フェニックスグループも若者世代を応援しています！
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 コミュニティ・カルテ・システム（CCS）
　2010年に英国における若年無業者や路上で寝
泊まりしているストリートチルドレンが暴動反乱を
起こしたことに危機感を持った、日下部様の調査で
す。9つの生活分野におよぶ危険因子（リスク）42
項目と地域コミュニティがもつ強み要因23項目の
計65項目について、ロンドンとリバプールその後日
本の新宿区の3都市で先行的にすでに調査されて
おり、貧困や格差は、経済的面に加え幼児期から
の精神面への影響や家族・コミュニテイが果たす
社会的要因が重要であると、とても熱っぽく語ら
れ、日本における本格的調査への協力を依頼され
ました。その後、厚労省・社会援護局の委託で、
2013年から各務原市を含む日本の8都市で、

「CCS調査および福祉プログラム効果測定の研
究」調査が行われ、画期的な成果を発表されてい
ます。さらに、団塊世代の孫にあたる若者世代のバ
ブル崩壊後の深刻な苦悩と緊急課題を、発育生活
史の視点から新たに指摘した、『若者の貧困を拡
大する5つのリスク：晃洋書房』をこの度発刊され
ました。「時代の違い、孫の教育や子育ては次世代
に任せる」と苦悩と戦う孫世代への関わりを躊躇し
がちな、私ども団塊世代に猛省を求められていると
感じました。祖父・祖母から感じた温もりや慈悲を、
孫たちにも！

 若者の貧困を拡大させる5つのリスク
　　　　　　 ～日下部元雄著、晃洋書房より～
　若者世代（バブル崩
壊・就職氷河期後のい
わゆるZ世代）の貧困の
要因は、幼児期（発達
期）に起因：幼児期の健
全な発達を妨げ、やがて
若者世代の「貧困」を拡
大させる五大危険因子
（発達期リスク）は、①仲
間遊び苦手、②授業理
解困難、③不登校、④い
じめ、⑤高校中退です。そして、それを誘発・拡大さ
せる最大の共通要因は、親の子育て不安です。

①仲間遊び苦手：幼児・学童期に「父親との触れ
合いが少ない」、「しかるしつけ」が最大のリスク要
因です。子供の父親との愛着関係は、養育全般より
も遊びの場面で重要であり、子供の社会発達に父
親の関わりは必須です。また、「しかるしつけ」を受
けた幼児は、自分がなぜ怒られているのか十分理
解する認知能力を持っていないことが多く、その恐
怖体験だけが幼い子の脳の発達障害（脳前頭葉の
萎縮）をもたらすとされています。逆に、「ほめるしつ
け」は、大幅に発達期のリスクを軽減しています。発
達期の子供は親が抱える、「ほめる、しかるしつけ」
「親、接触少」「虐待」「親のストレス、精神状態」など
の幼児期の親子関係の良否が、その後のリスク拡
大につながっていくと改めてCCS調査で確認され
ています。
②授業理解困難：学齢期の学力の遅れや格差拡
大を知る指標であり、若者世代では一生を決める
重要課題です。学力格差の問題は、2000年前後に
学力低下による“ゆとり教育”が問題視され、その後
「失われた30年」といわれる日本経済の長期停滞
の背景である教育格差が、問題視されています。授
業理解困難は、「不登校」「不安定・うつ」「引きこも
りがち」へ誘発される大きな連鎖リスク要因で、上
記の①に代表される幼児期の社会性発達の遅れ
が最大の要因です。その戦略的対応策としては、①
の「しかるしつけ」「父（母）の接触少」および「少年
期貧困」が学童期の発達障害に強くつながってい

ることから、「ほめるしつけ」「幼少時の祖父（祖母）
と同居」「親類縁者や隣人の援助」「友人ネット」な
どが有効です。
③不登校：「不登校」「いじめ」「引きこもり」には、
必ずその背景となる「心の闇」がある。本人が「不
登校」を決断するまでには、何年も耐え難い苦痛
を耐えて、学校に通い続けた後の最終的で唯一の
決断（人生で初めて自ら選択した苦渋の結論）で
あるかもしれない。「不登校」の原因には、親の「不
安定・うつ」「子育て不安」や親自身の「子供のころ
に授業理解困難」も大きく影響を与えている。さら
に、親の「先回り育児」が子供の自己肯定感の発達
を妨げ、親の承認を得ることを最大の目標として
育った子が、自分のアイデンティティー確立に向け
た親への反乱行動であると指摘する人もいる。学
童期の「不登校」は、やがて青年期のリスク「高校
中退」から「若年無業者」「引きこもりがち」「貧困
（貧困の1/3は不登校がきっかけ）」になる可能性
が極めて高い。「不登校」から続く道は1つではな
く、その後、どのような教育を受けるかにより、いく
つもの救いの道がある。不登校のリスク削減に最
も有効なものは、同居もしくは近隣に住む、「両親
以外の第3の親族.大人」の支援で、幼少時の姉妹
兄弟や祖父祖母との同居などが、「不登校」削減に
最も効果的です。逆に、過度に「ほめるしつけ」や
「友人ネット」は、「不登校」の子には、精神的圧力
となり逆効果である。

④「いじめられた」：「しかるしつけ」が最大の危険
因子であり、次いで「仲間遊び苦手」「授業理解困
難」などである。逆に、「友人ネット」が最も有効な
手段であり、「幼少時祖父（祖母）との同居」「近隣
助け合い」「ほめるしつけ」が続く。「いじめ」を見て
見ぬふりする傍観姿勢が、「いじめ」をさらに誘発し
ているようです。
⑤高校中退：「高校中退」した人で、バブル期に
育ったX世代の団塊ジュニアは、社会状況もよく、
立ち直れる可能性が強かったが、就職氷河期以後
の「失われた30年」代のZ世代の若者は、貧困に移
行するリスクは極めて高くなっている。「しかるしつ
け」は、団塊ジュニア世代には「高校中退」を軽減さ
せる効果があったが、若者世代には全く逆効果で、
進路をめぐる親子間の意見調整を大変難しくさせ
ています。子供が好きで熱中できることを、親子で
見つけ、たとえ小さくても1つの成功体験を積み、自
信をつけさせることが、将来の進路につながるとい
われています。

「貧困」のリスクを効果的に軽減させるには：この
度のCCS調査で、親が抱えているストレスが世代
を超えて子どもへと連鎖することが実証され、その
強さは、本人のリスク要因の連鎖より大きい。また、
この様な連鎖を削減させる効果的な方法は、保育
園の充実や子育て不安な親への援助と共に、「親
教育熱心」、次いで「幼少時祖父と同居」、「大学卒」
であり、若者世代では「親類・隣人の支援などがい
つでも得られる絆」が特に貧困削減効果が高いこ
とが確認されました。

地域の孫世代（Z世代）は、“じいちゃん・ばあー
ちゃん”とのふれあいを望んでいる！：人口800
万人弱の団塊世代は、戦後まもなくの1947-49年
生まれのベビーブーマーで、敗戦の惨めさを肌で感
じながらも、その後日本の復興に向け邁進した中心
的世代です。20才の時、日本の人口は1億人に達し
（ちなみに、85年後の105才に1億人に減少）、大
卒の初任給は1万2000円ほどでしたが、その後の
猛烈な社会活動は、後輩の世代からヒール（悪役）
と比喩されています。若者世代の「貧困」の急増は、
少なからず親世代である団塊ジュニアによる子育
ての良否と強く相関していることが、今回のCCS調
査で実証されました。さらに、祖父母が若者世代の
危機を救う最有力者であるとも。　
　我々団塊世代の子育ては、その後の時代背景の
大きな変化に歪められ、団塊ジュニアを経て孫世
代である若者世代において、彼らの成長・発達に大

きな苦悩を与えています。
　団塊世代よ！ヒールのエネルギーを悩める孫の
ために。

 まとめ
 ～若者世代の「貧困」への五大リスクを
　　　　　　　軽減・予防する要因は何か～
①「仲間遊び苦手」：幼児期の不自然な親子関係
が、やがて、子供の社会発達に大きく影響をあたえ
ていると考えられている。学童期や青年期に重要
な役割を果たす「自信・信念」や「目標・計画性」要
因の軽減は比較的少なく、その子が持っている才
能を早期から発見し、専門分野や専門資格の獲得
を目指すのも有効である。
②「授業理解困難」：解決手段としての強み要因
として、以下の順で有効である。
・「ほめるしつけ」 ・「幼少期祖父(祖母)との同居」
・「友人ネット」　 ・「親類・隣人の支援」
・「近隣の成功モデルをみならう」
③「不登校」：同居・近隣に住む両親以外の第三
の親族や大人の協力が有効である。
　例えば、「幼少時兄弟姉妹との同居」「祖父祖母
との同居」「親族隣人の支援」などである。さらに、
落ちこぼれ原因となった背景を解決する相談支援
体制やフリースクール等の別途の方法で、個性を
生かせる多様な道を、親子で選択し共走できる地
域支援も必要である。逆に「友人ネット」はSNS 等
で誹謗を受け、仲間外れにされるなどでストレスが
増幅し、最もリスクを拡大させている。また、「親教
育熱心」は、子供の進路について親子間の認識の
すれ違いで「不登校」を誘発することも少なくない。
④「いじめられた」：解決手段としての強み要因と
して、以下の順で有効である。
・「友人ネット」　  ・「幼少時祖父（祖母）の同居」
・「近隣助け合い」 ・「親教育熱心」
・「ほめるしつけ」　・「家族の支援」

などである。逆に、「兄弟姉妹との同居」は圧倒的に
リスクを拡大させるので要注意である。「親類・隣
人の支援」「良い教師」「ボランティア」もリスクを高
めやすいので注意を要する。
⑤「高校中退」：当事者本人が自ら行うべきこと
は、リスク削減に自ら取り組むこと。特に「親教育熱
心」「良い教師」「ほめるしつけ」「親類・隣人の支
援」に関しては、自らは何もせず周囲に同調するの
みでは、逆にリスクを拡大させる。次に、学校・親双
方に必要なことは、「高校中退」リスクに至る幼少
期からの根本的な原因に立ち返った解決をめざす
ことである。さらに、学校側に必要なことは、「授業
理解困難」に対してどこの時点で授業についてこれ
なくなったのかに立ち返り、補習などで補ったり、
進度別学級などで再チャレンジの機会を与えるな
ど、高校中退に至る前に思い切った支援の切り替
えも考えたい。

 追憶
　私ども老夫婦は、現在子供3家族とその孫達12
人（男4人、女8人）と、私が育った田舎（各務おが
せ）暮らしのように、同じ町内に住み、孫中心の日
常に追われています。団塊世代である私たち長男・
長女夫婦は、共に、幼児・学童期において祖父母に
寵愛され育てられました。私の地域に対する想い
は、特に祖父の影響が強く、その偉大さを高校生の
時、自宅で行われた祖父の葬儀で確信しました。田
舎の長男として何不自由なく育った私には、将来何
をめざすかという具体的な夢もなく、教育熱心な母
の言うままに勉強し、何となく大学受験を迎えてい
ました。母は医者になる夢を、女性だから、と受験
すら父親に許されなかった夢を息子に託し、日頃か
ら言い続けていましたが、反抗期の私は、強く反発
し受験すらせず、何となく薬剤師の叔父の母校であ
る「岐阜薬科大学」を選択していました。しかし、楽
しい薬学生活に満喫する一方、1年を過ぎたころ、
薬学をさらに極めたく、医学分野への挑戦（医学部
受験）を、母親に相談しました。きっともろ手を挙
げ、賛成してくれると思っていた私に、母親は躊躇な
く、「まず、薬剤師の資格を取ってから挑戦しなさ
い」。中途半端な受験に失敗して、惨めな人生を味
合わせたくない過ごさせたくない、という母親の息

子への愛情と共に、私の覚悟、真剣さを推し量って
いると感じた私は、3年後の受験を伝え、学生生活
に以後没頭しました。卒業の4年生の時には、卒業
論文を夏休みに書き終え、以後は次年度の3月初
旬の名古屋市立大学医学受験に向け没頭しまし
た。その間の、両親、特に母親の受験に対する精神
的、経済的援助（当時決して経済的には余裕ない時
にもかかわらず）は、2年生から交際していた、後輩
の直子（妻）と共に現在の私を支え続けてくれる原
動力です。父親の好（よしみ）は、専業農家で89歳ま
で私に何一つ反対することなく、黙って保証人の印
鑑を押して、そばで見守ってくれました。私も祖父母
や両親が私にしてくれたように、じっくりと孫世代を
応援したいと思っています。
フェニックスグループも若者世代を応援しています！
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人生会議フォーラム講演会開催
会場：各務原市産業文化センター 1F  あすかホール
　        （那加桜町2丁目186番地）

各務原市主催
2023年11月23日
─ 日下部元雄先生講演 ─

 コミュニティ・カルテ・システム（CCS）
　2010年に英国における若年無業者や路上で寝
泊まりしているストリートチルドレンが暴動反乱を
起こしたことに危機感を持った、日下部様の調査で
す。9つの生活分野におよぶ危険因子（リスク）42
項目と地域コミュニティがもつ強み要因23項目の
計65項目について、ロンドンとリバプールその後日
本の新宿区の3都市で先行的にすでに調査されて
おり、貧困や格差は、経済的面に加え幼児期から
の精神面への影響や家族・コミュニテイが果たす
社会的要因が重要であると、とても熱っぽく語ら
れ、日本における本格的調査への協力を依頼され
ました。その後、厚労省・社会援護局の委託で、
2013年から各務原市を含む日本の8都市で、

「CCS調査および福祉プログラム効果測定の研
究」調査が行われ、画期的な成果を発表されてい
ます。さらに、団塊世代の孫にあたる若者世代のバ
ブル崩壊後の深刻な苦悩と緊急課題を、発育生活
史の視点から新たに指摘した、『若者の貧困を拡
大する5つのリスク：晃洋書房』をこの度発刊され
ました。「時代の違い、孫の教育や子育ては次世代
に任せる」と苦悩と戦う孫世代への関わりを躊躇し
がちな、私ども団塊世代に猛省を求められていると
感じました。祖父・祖母から感じた温もりや慈悲を、
孫たちにも！

 若者の貧困を拡大させる5つのリスク
　　　　　　 ～日下部元雄著、晃洋書房より～
　若者世代（バブル崩
壊・就職氷河期後のい
わゆるZ世代）の貧困の
要因は、幼児期（発達
期）に起因：幼児期の健
全な発達を妨げ、やがて
若者世代の「貧困」を拡
大させる五大危険因子
（発達期リスク）は、①仲
間遊び苦手、②授業理
解困難、③不登校、④い
じめ、⑤高校中退です。そして、それを誘発・拡大さ
せる最大の共通要因は、親の子育て不安です。

①仲間遊び苦手：幼児・学童期に「父親との触れ
合いが少ない」、「しかるしつけ」が最大のリスク要
因です。子供の父親との愛着関係は、養育全般より
も遊びの場面で重要であり、子供の社会発達に父
親の関わりは必須です。また、「しかるしつけ」を受
けた幼児は、自分がなぜ怒られているのか十分理
解する認知能力を持っていないことが多く、その恐
怖体験だけが幼い子の脳の発達障害（脳前頭葉の
萎縮）をもたらすとされています。逆に、「ほめるしつ
け」は、大幅に発達期のリスクを軽減しています。発
達期の子供は親が抱える、「ほめる、しかるしつけ」
「親、接触少」「虐待」「親のストレス、精神状態」など
の幼児期の親子関係の良否が、その後のリスク拡
大につながっていくと改めてCCS調査で確認され
ています。
②授業理解困難：学齢期の学力の遅れや格差拡
大を知る指標であり、若者世代では一生を決める
重要課題です。学力格差の問題は、2000年前後に
学力低下による“ゆとり教育”が問題視され、その後
「失われた30年」といわれる日本経済の長期停滞
の背景である教育格差が、問題視されています。授
業理解困難は、「不登校」「不安定・うつ」「引きこも
りがち」へ誘発される大きな連鎖リスク要因で、上
記の①に代表される幼児期の社会性発達の遅れ
が最大の要因です。その戦略的対応策としては、①
の「しかるしつけ」「父（母）の接触少」および「少年
期貧困」が学童期の発達障害に強くつながってい

ることから、「ほめるしつけ」「幼少時の祖父（祖母）
と同居」「親類縁者や隣人の援助」「友人ネット」な
どが有効です。
③不登校：「不登校」「いじめ」「引きこもり」には、
必ずその背景となる「心の闇」がある。本人が「不
登校」を決断するまでには、何年も耐え難い苦痛
を耐えて、学校に通い続けた後の最終的で唯一の
決断（人生で初めて自ら選択した苦渋の結論）で
あるかもしれない。「不登校」の原因には、親の「不
安定・うつ」「子育て不安」や親自身の「子供のころ
に授業理解困難」も大きく影響を与えている。さら
に、親の「先回り育児」が子供の自己肯定感の発達
を妨げ、親の承認を得ることを最大の目標として
育った子が、自分のアイデンティティー確立に向け
た親への反乱行動であると指摘する人もいる。学
童期の「不登校」は、やがて青年期のリスク「高校
中退」から「若年無業者」「引きこもりがち」「貧困
（貧困の1/3は不登校がきっかけ）」になる可能性
が極めて高い。「不登校」から続く道は1つではな
く、その後、どのような教育を受けるかにより、いく
つもの救いの道がある。不登校のリスク削減に最
も有効なものは、同居もしくは近隣に住む、「両親
以外の第3の親族.大人」の支援で、幼少時の姉妹
兄弟や祖父祖母との同居などが、「不登校」削減に
最も効果的です。逆に、過度に「ほめるしつけ」や
「友人ネット」は、「不登校」の子には、精神的圧力
となり逆効果である。

④「いじめられた」：「しかるしつけ」が最大の危険
因子であり、次いで「仲間遊び苦手」「授業理解困
難」などである。逆に、「友人ネット」が最も有効な
手段であり、「幼少時祖父（祖母）との同居」「近隣
助け合い」「ほめるしつけ」が続く。「いじめ」を見て
見ぬふりする傍観姿勢が、「いじめ」をさらに誘発し
ているようです。
⑤高校中退：「高校中退」した人で、バブル期に
育ったX世代の団塊ジュニアは、社会状況もよく、
立ち直れる可能性が強かったが、就職氷河期以後
の「失われた30年」代のZ世代の若者は、貧困に移
行するリスクは極めて高くなっている。「しかるしつ
け」は、団塊ジュニア世代には「高校中退」を軽減さ
せる効果があったが、若者世代には全く逆効果で、
進路をめぐる親子間の意見調整を大変難しくさせ
ています。子供が好きで熱中できることを、親子で
見つけ、たとえ小さくても1つの成功体験を積み、自
信をつけさせることが、将来の進路につながるとい
われています。

「貧困」のリスクを効果的に軽減させるには：この
度のCCS調査で、親が抱えているストレスが世代
を超えて子どもへと連鎖することが実証され、その
強さは、本人のリスク要因の連鎖より大きい。また、
この様な連鎖を削減させる効果的な方法は、保育
園の充実や子育て不安な親への援助と共に、「親
教育熱心」、次いで「幼少時祖父と同居」、「大学卒」
であり、若者世代では「親類・隣人の支援などがい
つでも得られる絆」が特に貧困削減効果が高いこ
とが確認されました。

地域の孫世代（Z世代）は、“じいちゃん・ばあー
ちゃん”とのふれあいを望んでいる！：人口800
万人弱の団塊世代は、戦後まもなくの1947-49年
生まれのベビーブーマーで、敗戦の惨めさを肌で感
じながらも、その後日本の復興に向け邁進した中心
的世代です。20才の時、日本の人口は1億人に達し
（ちなみに、85年後の105才に1億人に減少）、大
卒の初任給は1万2000円ほどでしたが、その後の
猛烈な社会活動は、後輩の世代からヒール（悪役）
と比喩されています。若者世代の「貧困」の急増は、
少なからず親世代である団塊ジュニアによる子育
ての良否と強く相関していることが、今回のCCS調
査で実証されました。さらに、祖父母が若者世代の
危機を救う最有力者であるとも。　
　我々団塊世代の子育ては、その後の時代背景の
大きな変化に歪められ、団塊ジュニアを経て孫世
代である若者世代において、彼らの成長・発達に大

きな苦悩を与えています。
　団塊世代よ！ヒールのエネルギーを悩める孫の
ために。

 まとめ
 ～若者世代の「貧困」への五大リスクを
　　　　　　　軽減・予防する要因は何か～
①「仲間遊び苦手」：幼児期の不自然な親子関係
が、やがて、子供の社会発達に大きく影響をあたえ
ていると考えられている。学童期や青年期に重要
な役割を果たす「自信・信念」や「目標・計画性」要
因の軽減は比較的少なく、その子が持っている才
能を早期から発見し、専門分野や専門資格の獲得
を目指すのも有効である。
②「授業理解困難」：解決手段としての強み要因
として、以下の順で有効である。
・「ほめるしつけ」 ・「幼少期祖父(祖母)との同居」
・「友人ネット」　 ・「親類・隣人の支援」
・「近隣の成功モデルをみならう」
③「不登校」：同居・近隣に住む両親以外の第三
の親族や大人の協力が有効である。
　例えば、「幼少時兄弟姉妹との同居」「祖父祖母
との同居」「親族隣人の支援」などである。さらに、
落ちこぼれ原因となった背景を解決する相談支援
体制やフリースクール等の別途の方法で、個性を
生かせる多様な道を、親子で選択し共走できる地
域支援も必要である。逆に「友人ネット」はSNS 等
で誹謗を受け、仲間外れにされるなどでストレスが
増幅し、最もリスクを拡大させている。また、「親教
育熱心」は、子供の進路について親子間の認識の
すれ違いで「不登校」を誘発することも少なくない。
④「いじめられた」：解決手段としての強み要因と
して、以下の順で有効である。
・「友人ネット」　  ・「幼少時祖父（祖母）の同居」
・「近隣助け合い」 ・「親教育熱心」
・「ほめるしつけ」　・「家族の支援」

などである。逆に、「兄弟姉妹との同居」は圧倒的に
リスクを拡大させるので要注意である。「親類・隣
人の支援」「良い教師」「ボランティア」もリスクを高
めやすいので注意を要する。
⑤「高校中退」：当事者本人が自ら行うべきこと
は、リスク削減に自ら取り組むこと。特に「親教育熱
心」「良い教師」「ほめるしつけ」「親類・隣人の支
援」に関しては、自らは何もせず周囲に同調するの
みでは、逆にリスクを拡大させる。次に、学校・親双
方に必要なことは、「高校中退」リスクに至る幼少
期からの根本的な原因に立ち返った解決をめざす
ことである。さらに、学校側に必要なことは、「授業
理解困難」に対してどこの時点で授業についてこれ
なくなったのかに立ち返り、補習などで補ったり、
進度別学級などで再チャレンジの機会を与えるな
ど、高校中退に至る前に思い切った支援の切り替
えも考えたい。

 追憶
　私ども老夫婦は、現在子供3家族とその孫達12
人（男4人、女8人）と、私が育った田舎（各務おが
せ）暮らしのように、同じ町内に住み、孫中心の日
常に追われています。団塊世代である私たち長男・
長女夫婦は、共に、幼児・学童期において祖父母に
寵愛され育てられました。私の地域に対する想い
は、特に祖父の影響が強く、その偉大さを高校生の
時、自宅で行われた祖父の葬儀で確信しました。田
舎の長男として何不自由なく育った私には、将来何
をめざすかという具体的な夢もなく、教育熱心な母
の言うままに勉強し、何となく大学受験を迎えてい
ました。母は医者になる夢を、女性だから、と受験
すら父親に許されなかった夢を息子に託し、日頃か
ら言い続けていましたが、反抗期の私は、強く反発
し受験すらせず、何となく薬剤師の叔父の母校であ
る「岐阜薬科大学」を選択していました。しかし、楽
しい薬学生活に満喫する一方、1年を過ぎたころ、
薬学をさらに極めたく、医学分野への挑戦（医学部
受験）を、母親に相談しました。きっともろ手を挙
げ、賛成してくれると思っていた私に、母親は躊躇な
く、「まず、薬剤師の資格を取ってから挑戦しなさ
い」。中途半端な受験に失敗して、惨めな人生を味
合わせたくない過ごさせたくない、という母親の息

子への愛情と共に、私の覚悟、真剣さを推し量って
いると感じた私は、3年後の受験を伝え、学生生活
に以後没頭しました。卒業の4年生の時には、卒業
論文を夏休みに書き終え、以後は次年度の3月初
旬の名古屋市立大学医学受験に向け没頭しまし
た。その間の、両親、特に母親の受験に対する精神
的、経済的援助（当時決して経済的には余裕ない時
にもかかわらず）は、2年生から交際していた、後輩
の直子（妻）と共に現在の私を支え続けてくれる原
動力です。父親の好（よしみ）は、専業農家で89歳ま
で私に何一つ反対することなく、黙って保証人の印
鑑を押して、そばで見守ってくれました。私も祖父母
や両親が私にしてくれたように、じっくりと孫世代を
応援したいと思っています。
フェニックスグループも若者世代を応援しています！

フェニックスグループの取り組み
在宅医療・介護の普及、地域啓発
教育機関（中部学院大学、准看護学校等）での専門職育成
市民ボランティアの活性化、組織化
従業員のライフステージに合わせた柔軟で多様な勤務制度
仕事と家庭との両立支援制度（特別育児休暇等）
資格取得・キャリア支援「ヘルパー2級」「初任者研修」「実務者研修」
資格取得・キャリア支援「奨学金制度」
被災地の介護施設へのボランティア派遣
事業所内保育所「ショコラ」、「それいゆ」の運営
託児サービスのポイント制・子育て支援制度
ぎふ地域子育て創生モデル事業「託児つきヘルパー2級養成講座」
ぎふ地域子育て創生モデル事業「元気野菜コドモプロジェクト」
ぎふ地域子育て創生モデル事業「ピンポン・コミュニケーション」
ぎふ地域子育て創生モデル事業「かかみ野学童クラブ」
ぎふ地域子育て創生モデル事業「ママ＆グランマズ・カフェ」

「職業体験 イン フェニックス」
「グッジョブ!!カイゴ 一日インターンシップ」
「コミュニティー・カルテ・レポート：各務原の暮らし実態調査」
「介護助手」お仕事相談会
「ライフデザインセミナー」
エクセレント企業の合同婚活イベント
認知症カフェ「こころカフェ ぽかぽか」
地域交流広場「グリーンベンチ」
地域リーダー育成プログラム「地域・家族介護者講習会」
地域リーダー育成プログラム「生涯現役倶楽部」

「鵜沼の輪にんじん会議」
障がい者就労移行支援、就労継続支援

「SDGs共生社会のまちづくりワークショップ」
小規模保育園テテット～子育て支援事業（放デイ・学童・塾・子ども食堂）
GOZARE杜づくりプロジェクト
GOZAREコミュニティカフェ
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フェニックス在宅支援クリニック

リハトピア・フェニックス
（老人保健施設）

ハートピア・フェニックス
（老人保健施設）

フェニックスデイケアセンターA&S
（デイケア）

フェニックス在宅相談センター

地域包括支援センター フェニックスかかみ野

サンバレーかかみ野
（老人保健施設）

デイケアセンターきらら
（デイケア）

事業所内託児所 それいゆ

ケアハウスだんらん
デイサービスCom.Do33
（デイサービス）

私の部屋
（グループホーム）

Com.Do那加
（リハビリデイサービス）

Com.Doパークサイドテラス
（介護予防デイサービス）

メゾンペイネ
（特別養護老人ホーム）（ショートステイ）
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（小規模多機能サービス）
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メディカルフィットネスQ10
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（デイサービス）

ドクターズレストラン GA楽

コミュニティ・プラザ 

フェニックス DANKE
DANKE（暖家）
（特別養護老人ホーム）（ショートステイ）

介護予防デイサービスCom.Do DANKE
（デイサービス）

デイサービスセンターすずらん
（認知症対応型デイサービス）

地域交流広場 DANKE

就労移行支援事業・就労継続支援B型事業所

VIVAローゼ
小規模保育園

テテット

TEL（058）322-2000
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………………………TEL（058）370-5225
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………………………………TEL（058）370-8885

…………………………TEL（058）370-9915

…………TEL（058）379-3588

………TEL（058）379-3388

……TEL（058）379-2022

………TEL（058）379-1818

………………………TEL（058）370-0070

…TEL（058）385-1155

…TEL（058）385-3033

……………TEL（058）385-1155

…………………TEL（058）370-9700

…………………………TEL（058）372-2780

プラザ＆メゾン
地域密着型複合施設

メディカルセンター

ダンケ

さんさん

地域密着型複合施設

プラザ＆メゾン
小規模保育園

テテット
Anti-Aging複合施設

健康館フェニックス

特定医療法人 社会福祉法人
岐阜県各務原市鵜沼各務原町6丁目50番 岐阜県各務原市須衛町1丁目132番

フェニックスグループ 検索 http://phoenix-g.jp
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この街の元気をつくりたい。トータルケアでしあわせを応援します。

コミュニティプラザ

フェニックス DANKE

交通のご案内

メディカルセンター・フェニックス
名鉄各務原線 おがせ駅 又は名電各務原駅より徒歩10分
JR高山線 各務原駅よりタクシーで5分
ふれあいバス「フェニックス総合クリニック前」下車

サンバレーかかみ野
東海北陸自動車道 関インターより車で10分
名鉄各務原線 三柿野駅よりバスで15分
JR高山線 蘇原駅よりタクシーで7分


